
 

 

 

ふれあうこと 

校長 野々田光則 

 ５月は学校にいろいろな方に来ていただいています。 

 １６日（火）は、郡上高校の園芸科学科の３年生１０名が２年生の授業のサポートに来

てくれました。２年生は生活科の中で『ぐんぐんそだて、わたしのやさい』の学習に取り

組み始めましたが、そのスタートとして、小板菊松店さんに一緒に苗を買いに行き、畑に

植える作業のサポートをしてくれました。子どもたちは、５種類の野菜の苗を丁寧に植え

ることができて、育つのが楽しみになったようです。 

１８日（木）には、岐阜大学と連携をしている南フロリダ大学から１８名と岐阜大学の

留学生４名、スタッフの方３名、郡上八幡国際友好協会の方５名、合わせて３０名の方が

訪問されました。日本の食育やアレルギー対策、日本の掃

除について説明を聞きたい、また子どもたちと交流をし

たいという依頼でした。食育については、本校の金森栄養

教諭が説明、その通訳を４年２組担任の杉山教諭が行い、

学生の人たちは熱心に聞き、積極的に質問をしていまし

た。給食後、６年生が校舎内の見学や掃除へと知っている

英語を駆使してエスコートしてくれました。英語が得意

な男子の一人は、積極的に関わり、英語で会話できる喜び

を感じているようでした。 

郡上踊りの交流会は、おはやしクラブの方に来ていた

だき、５・６年生で春駒を一緒に踊りました。さすが高学

年！春駒の踊りもお手本となりました。 

わずかな時間でしたが、学生の方と楽しいひと時を過

ごすことができました。 

これらの訪問で思ったことは、例えば高校生が子どもに手を添える温かな姿、学生との

交流で、会話が楽しくてハイタッチするその時の嬉しい表情は、これまでのコロナ感染の

制限下では見られない光景だったということです。触れ合うというのは、『相手に向ける心』

があってこそだと思います。子どもたちはいろいろな人から、自分に向けられた温かく優

しい心を受け取っています。また、高校生、学生から「ありがとう」「楽しかった」「助か

ったよ」「うれしかったわ」など、それらの言葉によって、子どもたちはきっと幸せな気持

ちに満たされたのではないかと思います。訪問される方の子どもたちに向けてくださる心

を今後も大切にしていきたいと思います。 

2023年度 郡上市立八幡小学校

学校だより №２   ５月号 

今年度の教育理念   

「一人ひとりの可能性が拓く学校」 

4 月の PTA 総会の時、私は難聴で補聴器を使っていることをお伝えしました。 
次の日、1 年生の女の子と遊んでいると「校長先生、耳が悪いの？どっちの耳？はしを持ってない

方？」と聞いてきました。「そうそう、お母さんから聞いたの？」「うん、ママが『校長先生に話すと
きは、箸を持ってない方から話してあげてね』って言ってたよ」と言ってくれました。嬉しかったで
す。お子さんに伝えてくださってありがとうございました。 

学生とハイタッチを交わす児童 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔お詫び〕 先月号にて誤りがありましたので、訂正いたします。 
【転入職員】 

・教頭 西川 幸恵   ・教諭 原 壽子     ・教諭 岩城 志保 ・教諭 粥川 文恵 

・教諭 久野 大地   ・教諭 藤井 美里    ・教諭 杉山 彩美 ・教諭 武藤 篤哉 

・事務職員 石田 大将 ・図書館司書 高垣真奈美 ・講師 古田 弥生 

・支援員 松尾果成子  ・給食配膳員 高垣亜由美 

5 年生は「液体窒素の実験ショー」、6 年
生は「科学マジックショー」、科学の面白さ
を実感するワークショップに参加しまし
た。目の前に起こる不思議な現象に子ども
たちは、驚きや歓喜の声をあげていました。 
理科で学ぶことは、普段の生活につなが

っており、生活を豊かにしていることに気
付きました。 

 サイエンスワールド  
出張ワークショップ 

八幡小学校を自分たちの手で創る！  

毎週水曜日は「なかよし班遊び」の日です。 
１年生から６年生までのたて割りグループで遊びま

す。６年生が中心となり、毎週の遊びを考えてくれます。
学校のリーダーとして、下級生に心を配り、楽しませよ
うとする姿は、まさに、学校のリーダーです。２４５名、
全員で、仲良く助け合い、太陽みたいに輝く笑顔があふ
れる活動を、これからもめざします。 

【お知らせ】夏休みのプールについて 
 ７月２１日から始まる夏休み期間中のプールは、近年の気象状況等を考慮し、子ども
たちの安全を一番に考えた上で実施いたしません。ご理解よろしくお願いいたします。 

不思議！発見！ 
科学の世界！ 

今年の合言葉は 
「太陽～仲良く笑顔で助け合う」～  

「子ども１１０番の家」への駆け込み訓練 

 「子ども１１０番の家」とは、犯罪等の被害に遭い又
は遭いそうになって助けを求めてきた子どもを保護し、
警察への通報等を行う「子どもを守るボランティア活
動」の一つです。この活動は、保護者や地域の方々、事
業者等の方々のご協力により、地域ぐるみで子どもを犯
罪から守るための取組です。ご協力いただいている皆
様、本当にありがとうございます。 
 この日は 1 年生が、スクールサポーターの清水さん、
郡上警察署にご協力をいただき、長年、「子ども 110 番
の家」としてご協力いただいている藤村さんのお家で、
子ども１１０番の家に駆け込む方法を学びました。 
  

 
こわい！あぶない！ 
そんな時、どうする？  
について考えました。 


